
傾斜地帯に於ける農業経営の一典型

中原武・小泉所
Takeshi NAKAHARA and Tokoro KOIZUMI: A Typical Patten of Farming 

in the Area With the Slope of the Land.

（ユ955年工2ノヨエ0日受理）

　　　　　　　1・緒　醤　　れ解鑛灘ζ磐溜聾讐票鷹糀
　ここに改めて述べるllfでもなく，漉業経當究なすに当　　　藤に属する部凹に於ては細心・の注漱と勤勉とが嬰求され

って傾斜地にあらゆる面に於て不利であるnゴ：壌1叡浸蝕　　　る結果，必然的に：fl：的にも多くの労働が要求され嶺，従

されるし・総ての作業に労苦を伴う，3ζ多くは灌1既の便　　　つて斯る経鴬部門は必然的｝こ労働容力も火飢真都門とな

にも乏しい・　　　　　　　　　　　　る。奥に又このよ・）　1：ft経當部門磁躰の容力も一一般に

　ここに紹介する一農家はこのような自然爆境下にあっ　　　火である。（第1鞭参照）

て，よく斯る・環境に適合する作物を選択すると共に，経

嘗・燃購附を搬，・1蝋の変囎る計　轍灘4搬鴛灘難蝦麹
画の照鯖に対してe：L，叉適蝸力に作物を選択することによ

って空隙を埋め，もって所期の1到的に到漣iし，経鴬なば　　　融　kl

難に導いた一懲である・近時瀕余馳麟敏勘ミ　米（［；leli）

さけばれている臨（昭＊FE30・’li「aL」S　6　H・朝日辮附謝　同（小作）

参照）この農家は傾斜幽こ於ける爆経鴬の一つの典型　火笈

を示すものと思われるのでこ壇ご紹介す＞i次第である，，　　　小　喪

　爾，この盤家が特に力点を概いた作物1よ所謂質的集約　　　大　豆

作物と思われるので売ずそれについて簡単に謝明し，こ　　　小　豆

の農家が採肌たこの種の作物経営力竃，如何に働ミ住す　一1≡1『瀦

る自然環境と彼のもっ生騰条件に適合したかにっいて見　　　馬鈴薯
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て行くことにしようo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小泉所1日本農業の特質と質的作物
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蚕糸界報，　NQ，687．

　　　　　　2，質的集約作物の意義
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ところで，このような経営部門を農業組織に組込む場

　こ」に所謂物的集約作物とは技術と共に多蟄の人的配　　　合，当然考慮されなければならないことは，湊業の営ま

慮を要求する作物を云う。習々が種々の作物に対してな　　　れている立地条件と白己の有する生塵条件である。

されている作業を見るとき・其処に於て要求されている　　　　ここで問題としているのは傾斜地に立地する盤家であ

作業には細心の配慮と注意，並びに相当の技術を伴うこ　　　る。傾斜地は前述のように多くの点に於て不利な環境条

とを要求される作業と，左程の注意と配慮を要しない瓢　　件の下にあると云うが，深根襟作物，黙購，除虫菊叉は

純な作業との別があることを見閏す。例えば植付，摘果　　ヤハズ草，クP一パー等の牧草は，土壌の浸蝕な防止し

葡疑，幼畜の飼育の如きは前藩に属し，梨耕，細耕，播　　　之を偵壱護することによつて比較有利性をもっことが出来

種，刈取の如きは後背1こ属する作業である。而L農個勿　　　ると云われる。（1）特にそこに於ける気候条件に妊適な作

の申には前著のような作業を倹つにあらざれば充分の成　　物が若し見出せるならば，それ等の作物は平地に比し絶

果を期待嵐来ない作物部門もあり，後港の如き作業にて　　　対有別性をも持っに董るかも知れないのである。

も相当の成果をあげ得るような部門もある．例えば果　　　　以下この燧家が住する村の陶然環境を概賓梨し，被は如

樹，花卉，野菜，養蚕，乳牛，家禽の飼育の如きは前畜　　　何に計画的に環愛敵こ適脅する作物を選択したか，そして

に属する経営部門であり，米麦作，大小豆，、輔鈴蒋，甘　　　そのものは彼の経営に何なもたらしたかについて概説し

翻の如きは後看に属する部門であるQ　　　　　　　　　　て見ようp
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　　　　　　　3．自然環境　　　　 麗に，その火山噴禺物によつて形成された広大な傾斜地

考察の鰍とせ磯家の臓す畿蝋小県淋鮒　糟こ位附る一一一1，・j一であつて・蝦盆地の一綱なしてい

は，鳥　蹴曙の一つである麟福（2・65m）の西　る・（第堰1参照）

田

第1図　木原村略図

　先ずその気象条件を見るに，こXは木1無に於ても気温　　　せる主なるものは桑と花デ1：であつて，それぞれ6艮，1

に葱まれ冷雷の憂いの少い安定した地域であゐ、、1111ち年　　　1文9畝の大lDな減少を示しているが，之に反しコi隻果は，

平均気温10°C，工月及び8月の平均気温はそれぞれ一2J　　繋園の滅少圃横に略六比敵して5反7畝増加している。

G，24vGである。又この村は金園的にも諏雨1屹燥地吊と　　　之に次いでは1：Ili憂，勝粟であるo

して知られている上田勲地の一一｝祁に．位羅しているので，　　　　また労働ヵの増誠は花デFを除く作付面稜のそれとほ父

冬畢は降水量少く乾燥し・梅雨期にも梅雨現象は余り顕　　　平行している。即ち年間の作業別所要労働害捨を比較し

著ではない。その年間の平均降水量は967mmで1000　　　て見ると，減少の最も薯しいものはi登種製造を含む養蚕

mmを割り・・E・ZUI］　Cl）極大は6・7月のユ25mm及び9月の　部門であつ・C，末期には初期の1／8に…麹飢ている。養

工50mmで，極小は1月の30mmである・（2）　　　　養関係の縮少に反し増加せる主なもの｝塒菜と靖課であ

　海抜と土地利用の関係を見ると，600mから900mに　　　る。

かけて耕地が見られ，凡そ800m附近の下塚・上郷沢部　　　　上述せるところから明らかなように，この期の初期の

落を境に，その下方に水田，その上方に畑地が多く見ら　　　当経営は蚕櫨製造部門が中心をなしていた。それがtag　”“

れる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数年を出ずして縮少廃業するに董つた経緯は次の如くで

　　　　　　　4・糖のsm　　あ撫造業が。の翻、。採，入れ、れたのは畑工年

　経営部門の変遷過程を考察するにあたつては，便宜上，　　現経営翁三に依つてである。これが灘入の契機は単に価格

太平洋戦争の終結せる昭和20年を境として箭後二期に分　　　面に於ける膚利性に髄くもののみならず，自然条件が

つてすることにする。　　　　　　　　　　　　　　　　亦，それに恰好のものだつたからである。即ち通気良好

（1）罫蚕部門の縮少に伴う果樹作経営への転換準備期　　　　にして砂礫土の南面傾斜地は浅根性作物を植えるより

　　　　　　　　　　　　　　（昭和u～20年）　　　も，果樹，桑等の湘艮作物を作ることによつてより高度

　この期間ぽ蚕種製造を中心とする経営から果樹作（華　　　の能率を期待しうる。また種繭用のii疑児飼育に当つて

果）経営への転換準備期であるとiz’k’うことが1』榛る。　　　　は，蟹蛆轡のない歩桑が翼求されるのであるが，この傾

当骸期間に於ける経営内容の｝離観るため・この期　紺也はか・る目的のための歩桑桑園を設けるに妊適の土

閲の初期と末期の作付面積及び投下労働力割合を比較し　　　地であつた。

て見るならば，第2表及び第4表の如くである。　　　　　　然るに蚕種製造業は，一代交雑種並びに人工贈化法の

　ζれ等諸表から作付面積の変遷を見るに，反瑚の誠少　　　普及等の技術の進歩，養蚤組合の発達に．よる需要の大口
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花，各種の検査取締の強化等オ，祉会的経溶的諸騨1階の　　　が，こ蕊ほその条件な満たす恰好のところであく）ブこ二ので

変化から漸次規摸の拡大化を不可欠とされた。　　　　　　　ある。而も1陳1歌戦時下乏しくオにぐ）たll眠栄鍛の；荷ll給源

　かNる情i勢下に於て，この経営三主煕解くも経鴬の転換　　　として叢視され，その生産にほ櫓種のμ加顯没策がとられ

を決意し，桑園に利用されていた傾斜地セごIi果を導入す　　　増藤iに拍軍なかけられた。に．も拘らず戦rトによ考，臨1｝酬看

ることとしたのである．而して昭和20館を期して蚕種製　　　条f牛悪化のため供給も次第｝こ不足勝ちと翫り，従く）て価

造を廃業し準果lli心の縄営セこ移るべく，鵠年から桑の抜　　　格も亦高】騰な示したのであつた∩

根と零果の新植に着手し，20年には完全に転換を終了す　　　　以上に互つて，この養蜜はこの期の初めにほ鞭纐腿鷺

る予髭な樹てたのであつた。　　　　　　　　　　　　　　都門に：償点をll’置いていたが，祉会｛環境の変化1濾O傘な期

　然るにこの間，戦幣の進展による生糸の輸1」1祉絶はわ　　　しでフド果耳1疑培中心嚇懲へ転1話匙することな決意せしめ為

ヵ掴蚕繰の再編戯斜賄くし，16年に於ける蚕糸業　に…至つた1皆膿，’］．，，ytJlせざる戦争の・｝ヲ幽囎鑑の蜘励

統制法の施行によつて当然経鴬の賦換をせざるを得なく　　　箆に畢からしめ，ために玩の盛1｛期i酊は花野とli糾1に・1；

された。この窮は当初の計画に来汗の剛無を鰻たし，こ　　　つて埋められゐこととなつた鯉鷹を述べゾ：二．

こに此のギヤップな何にょって埋めるかと公う経嵐組織　　　　こNで特に吾々の注意したいことは，tの解義鴬が鍍に

改編の閲題が登場して来たのである。　　　　　　　　　　　県断に経當の伝換な行つていることであ為“経當11t点の

　かくして花卉がこの空隙を埋めるものとして導入され　　　変化は極めて閉1　1であり・之に伴甥，働資本の増；入も霧

た副蜘宅地襲の比i咬的工1噸な畑地取余に花t7・晦灘f　ことに：鰍f由に行われている・而も採り入れられた倒勿

していた経営三琵は，蜘ご経営の．霞点を1置き換えた。この　鳳ll㈱購疏験興妙憂化セこよく合致L，伽：・てより

ことは別蓑，作業別労働編合並びに盗β聞収入割脅を見れ　　　多くの収入糖雅げると共に1物ミの磁力資材廓も：亦，余づ嘱

ば容易に菅肯しえよう。（第4・5衰）即ち花卉労働｝t，　　るところなく吸収していると鎖う点で獄ゆ。

全所要野働の311，1乃羅31馴5分に逮し，その収入は爽に　　　（2）果樹作（華果）経営申心の時期（昭御20～29年）

．、労限収入の7割にも滋した。これはこの経営を取り港　　　　前期に方堅ては・その初期と末期どご嚇総｝’1内容が鞠し

く捲1然環境が海抜高く従つて紫外線に冨む縞果，極めて　　　く変化していたが・この期聞には余り！飛1鰍蔽動も見ら

花色の鮮明度の高い商品が碍られたことと，又花卉は質　　　れず・漸初の｝1卜画に随つて1．三劇薫培iい心の経営力聡われ

的集約作物として畏質の労働を多鼠に受入れた時商晶llli「　　ている。

値の高いものとなると訟う嶺騎から，養蚕から解放され　　　　第2・4炎から窺えるように此の期に・：於て1よ前期のよ

た労働がこの都門に集中されたことによると愚われる。　　　うに蕪だしい作付預濯1の疫動1よ見られない，：とは瞬丸暇

　然るに社会的環境は更に変転して，花ラ［rはB年8月の　　作物は作f寸反別・労別割・合に於て三墨1…に誠少1・n代つて果

「第2次食糧増醗対策要綱」によつて不思作物としてそ　　　樹と花卉が増加している。

の栽培が禁止され，食糧増蟻への転換を余儀なくされ　　　　既に述べたところから明らかなように穀作物は欝働擬

た．かくし．て花湘19年唖つては僅かに2畝に急減し　ASCの比較的少くて済拡わば墾窯的に畷1放酌作物であ

たのである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り・従つて有利憐と鱗5点からは花1粗園ンも遡ε無等と

然らば収入の7割余敏えてい測乞ヲ噸の縮榔よっ　比蜘こな駄い・このために2輝鱒｛の繍捌1鍍され

てこれに投下されていた労働資木はどの面に転換吸収さ　　　るや・この優家はいち単く花卉を探り一1二げ・爾搬経鱈の

れ，また何が之に代る収入源となつたであろうか。　　　　申心を花齊とヨド県にll歪いてい嶺このことは第4・5表

　これは別掲の第2．4．5の諸表によつて明らかな如く，　　の少鋤力及び収入割脅を見れで111瞭である。

轡菜がその機能を：果したのである。表示された数宇によ　　　　こN．で脊凌が特に注意しなければならないことは，こ

れば19・20両年は，野菜に最も多くの労働力が投下さ　　　の経営に於て2蘇幽｛より費業従粥爵数が激織したことで

れ，作付面積も前年の約2倍弱に増反され，更に収入の　　　ある。即ちこれまで有力た労働源であった経當主と女子

面に於ても20年には総収入の36，4％を占めるに灘り，　　　2人が盤業従躰蕎として期祷しえ蹴く欺つた為，鎌族の

収入順位の第一に位するの至つているのである。　　　　　　従纂覆は祖父，電婦の2入のみとなつたv

野菜の主なものは結球白菜であつたが，此の白菜が叉　　　　肉来，質的難ミ約作物1歌その作業の主嬰都分が家族勝鋤

反当労働を多く要求する作物であり，気候的には田中高　　　によつてなされることが望玄しいと澱われる。換欝すれ

温にして夜間含涼となる内陸性気候の土地を適当とする　　　ぱ象族労働は細心の注，轍，勤勉，技術等の能力噴多く嬰
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　求する農業部門に於て最も有巳峯を高めうるのである。然

るにこの経営に於て隊鋤働の1妙にも1筋ず徽依　　　　5・re　言吾
然とし磁縢緬伽11・心を陥ていたのであろう　以上・灘膿業の一熈鯨すと胴、磯籍営
か・こ濾蜘鞭て鞘毛灘に肌ていたことと，　レ・ついて・それがいかに燃，雛会的糊と白力、らの特

饗鋼輔し編よう轍争勝賭を闘瑠磁が　つ生騰鮒とに・齢せる作伽，一：瞳る計ii1’・幽もつ

O「・けて来たことによるので紡う．　　　　　課肌たかについて購1約に細した。

　’・tず線砒地条件につい硯よ50　：！lt・果嚥培群轍　　このよ漁醐働の徽，伽鰭騨雌劣らな

嬬6°7’8肋候・糊26°・内外遜羅・…　曜の収入舳げているのであつて訊み峨の融し
」；J　1：は一工゜・珊以上で且つ・撫する・馳がよいとさ　ている視と襯地との㈱ll脅と倒刎収入融とを

れているが・当村囎囎梨螺塊噸で淋蜘く之ら　見ると錦3鍛び第蕨の如くである．之らによれぱ前

蝋撒駿雛鑛、謝，う糠饗’覆辮鵬1綴契騰纂灘、膿
の生鋤を抑fiflJ　Lて翻の保1馳増し議獅鰍齪　ある・・陣にしてこの燃・・於て畷業灘iが研。禾旺

魏のと淵覗・「欄些職をもつ上蹴地は・嚇　る・・糠よつて観れば飛蜘堰し貸職地の蹴を
から柵こ繍の条触オ：わもの軸る・鵬と・馳・　購め・之に適す為個勿腿択するなら騨也に劣暁

勲槻るも藩の蛛の耕」也は輌磯鋤脇i・・　い程の収服噺響玉㈱組5るのであつ・陥曝鐵
且つ土撫1籟駈で踊・と力購艮嚇網塒∫ゆ　卿猷齢地に方f，Nて糊i鮪稚1，を3域ち徽いるのあ

ものであつたのである。（：1）　　　　　　　　ゐ。

このよう畔果への鰍は燃墨鞭唖で励て翻　　約にマ蹄・ついて摺すれば，オ断睡期蠣じて
であった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7・6％と訟う鶴かな作付割膏であるにも拘らず，総収入

次隊族労働の不髄禰ための1醐労働は，この年　の％溺をあげているので緬て，Lの点セ・ついて繰

堕から胱り献の撚をもつた霜・雄用す磁が脇　境並び1・懸蛛触働選択の鵬曝・難について教
て来たのである。準果に於ては摘果とならんで最も多く　　　派するものがあると思われる。

の労働腰求されると云われる袋掛のために，特に醗　　　　　　　　 （エ955ユ・．3。）

㌫獺雛響騰募縫駿撫　　
働蕾を雇用しうるようになつたのである。　　　　　　　　　1）沢村・森編：あたらしい撰i業経営，205－206，

　このよ5な事情が家族野働が激減したにも拘らず，質　　　2）長聾県地図研究所畷野喋地図大系（昭和29年）．

的集約物申心の経営を依然として継続せしめた大きな理　　　3）笛樫常治：実験果樹栽培講鵜23G－239．

由であろう。
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第2畿　 ｛乍イ寸」父SlljF乏　　　　　　　　　　　　　　（単位畝）

’㌔

_一_　地　形　　　傾　斜　地　　1　　　　　　　　　平　　　　　　　坦　　　　　　　土也
＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿』．＿、、＿『『＿＿＿．＿一＿．＿．＿＿＿＿＿＿＿．＿＿＿＿＿＿　　　　　＿r．＿．』＿．．．『，．，＿　＿

年度作物＿桑」鞘・1花卉1

昭　和　Ix　年
　　〃　　工2　年

　　〃　　13　年
　　〃　　14　年

　　〃　　15年

　　〃　　16　年
　　”　　工7　年

　　〃　　18　隼
　　〃　　工9　年

　　〃　　20　年

　　〃　　2工　年

　　〃　　22　年
　　’ノ　　23　牢

　　〃　　24　年
　　〃　　25　年

　　〃　　％　傘

　　〃　　27年
　　〃　　28錆
　　〃　　29年

69
69
60
60
36

21
12
12

　9

　9

　9

　9

　9

　9

　9

　9

　9

　9

　9

1．0

10
30

45
54
54
57
57

57
，57

57
57
57

57
57
57
57

21
23
20
20
22

20
20
10劇

　2

　2

　3

　4

　7
12
12

野　葉　水　稲1

2　　　　，9．6

8　　　　36

8　　　34
1．〔｝　　　34

10　　　　8些

10　　　　34
12　　　　3斗

10　　　　36

20　　　36
12

ユ，0

　6

　6

　5

6

翻　舞
］2　1　　6
13　　　　c，

　　　1

36

3G
36
36
3s
33

32
33
33
32

田　喪 1畑嚢

11
11
11
11
11．

ユ、1

17
工7

18
20

20
2【｝

工7

17
」7

ユ7

14
14
z4

　6

6

　8

　8

　8

an
10
工9

25
26

25
25
23
21
22

22
21
22

122

条lli　葺嚢　　　，ll傷鈴：㌔ヒ馨

i

齪　1，1！1

．一　、　2
4　i　　6　1　－－

4－　　6　　　2
4｛　　1；！　　2

51　7｛　2
81
14
工5

ユ3

21

22

飾
22
2エ

エ8

20
2］、

2‘｝

30

7　、　　2

71　26　旨　　一

81　＿
7i　＿　　　；

7　　　　－
6　、　　－

5　i　－
：｛　　1
け　　ロ　　　　ve“－
　　　　

稻　酬
　　　　

慮　i　　一

置）　1　　－
　　　　

4　［　－
4　1　　一

（備巻）　　　圧1喪●染1績嚢。膨菜レーk瑛　91㌔

第3ξ藻　 作　 イ寸　餐紐　含　 表　　　　　　　　　　　　　 （％）

議避
昭和11年
　　〃　12印
　　’ノ　Z3年

　　〃　14年
　　〃　15年

　　〃　16年
　　〃　17年
　　〃　工8年
　　〃　19年
　　〃　20年

　　〃　21年
　　’ノ　22年

　　〃　23年
　　〃　24年
　　　〃　25年

　　　lr　26年
　　　〃　27年
　　　’・　28年

　　　〃　29年

桑

傾　斜　地

i華呆

4Q

錫
37
36
22

12
　6

　7

　5

　5

　5

　5

　5

　5

　5

　5

　5

　5

　5

　6

　6

18

27
28
30
30
30

30
3Q
3z
32
32

32
32
32
32

小計

4生

42
43
42
40

39
34
37
35
35

35
35
36
37
37

37
37
37
37

平　　　　　　坦　　　　　　地

花州騨1水刷田却暖1綴
13
14
12
12
13

12
11
　6

　1

　1

ユ，5

　2
　4．

　7

　7

　7

　7

　7

7．5

　1

　5

　5

　6

　6

　6

6

6

11
　6

　5

　3

　3

2．5

3

3
3
3
3。5

23
22
21
21
21

2〔｝

18
20
ユ9

19

19
19
20
18
19

18
18
19
×8

7
　7

　7

　7

　7

6．5

　9

　9

10
工0

10，5
11
　9

　9

ユ0

ユ0

　8

　8

　8

4
紘

　5

　5

　5

6．5

10
11
13
ユ4

工3

13，5
13
12
x2

拐
ユ2

13
13

3
2
2
2
　3

　5

　7

　8

　7

1x

12
1．3，5

躁
工2

1｛〕

Ll

12
コユ

11

鵬鈴謝桑劃小計

“

4
・k

庄

4

4
4
3
4
4

㍗振

3
3
2．5
2

2
3

2
2

ユ

エ

1
1

1
1

56
58
57
朽8

60

61
66
63
65
65

65
〔i5

64
63
53

63
63

＿＿　　　‘ミ3

＿＿　　　63
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第4識　年間作業別労1醗1｝1舎表　　　　　　　　　（その1）　　（％）

、、

A
、＼・…　，：L也　ヲi…多

年£《些：鈎こ：

昭和11年
　a〃　13年

　〃14年
　〃15無
　’ノエ6年

　〃17年
　〃18年
　〃　19隼
　〃20年
　’ノ21年

　〃22年
　’ノ23年
　〃24年
　〃　25年
　〃26年

　〃27年
　〃28年
　〃29年

桑園

傾　　斜　　地
・養ii喬

ユ2．9　　　3ξ5．7

ユ2●6　　 30．2
工0．9　　28．1

8．2　33．0
9、8　33．7

9，0

5．8

2．工

2。8

1．5

コ，，0

1．4，i

1．0旨

L2
1，21
　　…

0．8

21．1

11．5

6．4

5．4

4．3

4．6

4．2

2．8

工．　7

0．7

　1．ol－
　1．ユi　－

1　1

「蚕種

22．0
工5．　7

12．1
工0．8

2．6

準・果〕示’計
平　　　　　　　墳

花弥

一　7（）．　6．

1，0　「　59，5

1：創9舞：Li

2・0 P48・エ

4．7

10．3
15．：L

13，2

x7．9

19．4

鉱8
27．¢

23．6

21。4

23．7

25．0

27．6i　33．2
舞量：引器：夢

30．2…　33．1

39，9　　　4／，4
§藍：創舞豊：§

　　1

4．3

20．4
26。　0

29，　：

25．4

30．6
35．7
5．7

工．4

0．8

2．7

9．5

工5．o

工4．4

22．6

20．8

24．5

32，9

野粟1稲作

z。9

1．9

Z．3

1．8

5．0

6．2

7。2

22。7

19．1

13。6

10、7
6，8

5。9

7．5

5，7

4．2

4，3

4．3

6．5

6．9

6．9

6。91
8．81

8，6

9．9
コ．3．O

工4，3．

16．8

1喪作1難穀作

0．2

工．9

3，3

3，9

8．3

9．4
工3．5

15．21　15，6

圭lill認叢

13，コ．1　　工0．0

12．81　　7．9
工0．O　I　　　8．3

10．6i　　8．3
　　［

0．1

0，5

2．0

7．4

7．3

7．5

5．5

6．7

5、4

4、9

2．8

2，3

2．3

1．7

霧作

工，，2

3．7

4．O

4．5

3．8

3．0

2．0

2．0

1．6

1。5

1．3

（備考）　昭和12年度欠。

第4畿　年間作業別労働1剃會表　　　　　　　　　（その2）　　　（％）

ミ歳こ・＼、キ也ヲ夢［　地

年＼＼f乍」吻…桑苗
＼』　　一一一、一一～・～s＿1

鹿　 、・一・・一・・一～＿．．～i

昭和n年
　〃ヱ3年
　1ノエ4年
　〃工5年
　〃16年

　’ノ17年
　’ノ18年
　’ノ19年
　〃20年
　〃2x年

　〃22年
　〃23年
　〃24年
　”25年
　rt　26年

　〃27年
　〃28年
　”29年

2，0
ユ．2

工．4

1．A

O。9

0．2

i小計

14．7

30。5
3tb．6

39．4

42．e

49．4

58．7

58，3
55．2

56．2

54，2

52．8

53．4
54．　1

56．2

49．6

50，9

59．1

共　　　　の　　　　他

畜酬鱗陛鷹

0．1

0．2

o、2

0．2

0．3

3，0

0。2

0．6

1．4

1．0
1．　7

2．0

1．9

2．6

3．0

哨

0．4

4．8

2．1

3．6

0．6

1．2

2．ユ

1．9

1．8

0。8

工，3

2。2

1．9

工．1

0．2

0．7

0．7

1

国細山倒渕艦薯導

0．8

0．8

1．o

0．9

0．5

0．4

0．6
z．　z

ユ．2

0．7
ユ．0

1．6
工．4

0．7

0．5

工．5

0．2

1。1

0。9

O，　8

0，　7

0。3

2．8

1。6

2．7

1．3

2，7
工．6

1。3

0．3

1．7

1．6

1．2

1．3

3．0

　　「

1：1隠：ζ

4．1

3，3

7，9

5．6

8．4

6．3

4．2

1

5。2

4．0

4、9

7．6

7．0

7．5

10．7

7．4

　　　
4．工　　4、8

3。6　　4．1
3．0　　2．3
　　】

ユ．4　　4．5

2．6　　5ユ
1．2　　2．2
　　…
　　…

7．9

4．5

t

1小副

ユ4．6

9．8
ユエ．9

7．1

ユ0．O

ユ5．　7

ユ3，6

ユ8．2

23，5

20．0

20．9
14．　0

14．7
工2．8

10．7

8．8

13．2
8，4

計

100
100
100
100
100

loe
100
100
100
100

100
100
100
100

工00

100
100
100
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・第5表　年闘収入割合表　　　　　　　　　（その1）　　　（％）

ぬtt，

毒鑛1、

昭昭1ユ年
　〃　12年
　’ノ　13年

　〃　照年
　〃　15年

　〃　Z6年
　〃　17年
　〃　／7年
　rt　工9年
　’ノ20年

　’ノ21年
　〃　22年
　〃　23錐
　’t24年
　〃　25年

　〃　26年
　〃　27年
　〃　28年
　’ノ29年

傾　　　斜　　　地

蚕1種1養…盤｝桑園1輩果i・J・計

64．0

60．5
61．　3

59．5

50．2

23．　9

6．2

5ユ
3。2

3．8
17．　3

16．4
17．　0

7．3
4，　1

2．　0

一　l　　　ww

一一　　I　　　　　nt

－1　－‘一

I　c．．9

　　1。6

　　1．5

　　1．O
i

l
i

1

一1　＿
　　…

　　　　4．　3
　　　

：懸：δ

・．8［51．5

エ・2145・8
　　　i

一一 @36．0
－　　59．8

－－ @59．0
－　　35，9
0．6　1　33．1

　　1
　　　　
3．0　4工，8
磐，1　．　37．2

7〔｝．2

65．6

64．5

63．3

G7．5

40．3
：L7．0

11．8
ユ8．2

85．O

37．9

61．4
60．5

36，9

33．7

44，　8

39．　3

53．3

47．0

花卉

玉ド」　　　　　：壊i［．　　　　　止i［占

23．2

27．0

26．1

25．4
該3．5

35．7

70．5

72．5

37。8
工．4

2．6

6。3

15．1

23、4

24．3

ユ5。3

20．0
工6，0

16．0

野莱1穀類

0．4

5．8

3．2

2．5

33。7

36、4

27．7
6。8
6．4，

4．3

2．9

1，8
2．　（）

1．7

1．4

尋瓢．0

ユ．O

ll・，6

2，工

4，7

3ユ

7．5

6．7

6．3

6ユ
10．0

6．7

6．0

2．⑪

4．7

；醤i樫’ミ

1

8．0

8、0

2．1

1，0

0，9

0．8

1．4

築1「‘一小計

1．4

1．2

2．6

1噂5
1。（，

0、6

0．4

L刷

2蜘⑰

28、2
盤8，7

2②．9

25．　9

43．工

75。7

77ユ
76，2

48．9

40、8
2：L，9

28．8
3些．ア

38，0

部．2
28．0
工9．7

22．1

第5衷　年間収入割合表　　　　　　　　　（・その2）　　　（9の

＼　　　地形
　　、＼、

年鹿＼・・Ctt、．塑～

昭和11年
　〃　12年
　〃　工3年
　〃　z4年
　〃　15年

　〃　工6年
　〃　エア年
　〃　18年
　〃　19年
　”　ZO年

　〃　21年
　〃　22年
　〃　23年
　〃　24年
　〃　25年

　　”　23年
　　tr　27年
　　’ノ　28年
　〃　．29年

莫　　　　．の　　　　他

密藤

2．2

X，5

1．2
工，0

2．8

工0ユ
0．3

3．6

5．工

3．2

4．8

6．9

4．0

5．0

山林1胡桃｛灘逢種子1小作・跨｝

⑪．5

0．3

0、6

0．4

0．5

1．0

0．7

0．6

0．5 3，2

3，0

1。4

1，2
1．　3

2．　0

工．2

0．2

0。3

0．2　，

o．31
0．4

　　　1

－lo・3

0．5

0．2

0．3

0．3

0．4

　　　－　　　O，2

：［1：塁

給料｛…雑1巴△1臨時｝小｝紳

1．5

3．6

2。1

3．2
・＄．6

5．0

5．3

2．0

1，9

工，6

2，2

1、7

計

6．9

10JO
5．　tt

15．5

23．1

21．4

21。2
19．4

21。0

　　　　ミ　　　　　　　　ミ

　．．一一i5．21エoo

　：　　i　　警：暑　　l　　iヒ88

　－一鴨　　…　　9．8　　　　　工00

　－　　 1　　6●6　　　　 コ國00

　　　　i　　l
コ．2．4　！　工〔3．6　i　100

　0。5　　．　　7．3　　；　　］＿UO

4』1ユ轟：驚1圭98

3・4 堰@7・1・16・1　i　IOO
　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

3．8　i　　－　 …　L）．1．3　1　　100

呈：毒1（｝丑1圭9：写i圭88

工．5　1　6．0　1　28．4　…　コ．00

工．G　　　　－　 …　28．3　i　　100

　　　　　　　　　　　　　　i
3，5　　　　　－　　　　30，0　　1　　コ．0⑪

　　　1　　－一　．　32．7　［　1QO4，3
3．4　i　　－　 、　聾7．o　l　工⑪0

4・7　i　－　．30，g　i　エOl｝

　　　l　　　I


